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はじめに 

われわれはMOVPEによる自己触媒VLS法を
用いた InP ナノワイヤ成長に関する研究を行っ
ている。この成長方法は Au 等の金属粒子の代わ
りに同じⅢ族元素を触媒として使用することで
ナノワイヤを成長することができる[1,2]。これま
でに InP(111)B 基板上に InP コアを形成した後
に GaInAs/InP マルチシェルを形成することで
InP/GaInAs コアマルチシェルナノワイヤを成
長し、物性評価、及びデバイス応用に向けた研究
を行ってきた。本報告では触媒を除去した後のシ
ェル層再成長および SOGを用いたシェル層再成
長によるコアシェル構造ナノワイヤの形状につ
いて述べる。 

実験方法  

 成長は Fig.1の再成長のシーケンスに従って
行った。まず InP(111)B 基板を 470℃で成長前
基板加熱した後、390℃に降温し、Inドロップ
レットの形成、InPコアを形成した[3]。その
後、成長基板をリアクタより取り出し HFにて
ウェットエッチングを行い In ドロップレットの
除去を行った。除去後、再度リアクタに投入
し、成長温度を 560℃まで加熱し InPシェルを
作製した。一方、SOGを埋め込んだ再成長のシ
ーケンスは以下のとおりである。再成長と同様
に InPコア形成、InPドロップレットの除去を
行う。除去後、SOG により InPコア下部を埋
込み、再度リアクタに投入することで再成長コ
アシェルナノワイヤを作製した。最後に、HF

にてエッチングを行い SOG を除去した。シェ
ル層の成長は TMI供給量 8.8μmol/min、10分
である。成長後のナノワイヤは SEMにより
各々の形状、断面形状を比較した。 

結果 

 Inドロップレット除去後再成長した InPコア
シェルナノワイヤの SEM画像を Fig.2に示
す。また Fig.3にはナノワイヤコア下部を SOG

で埋込んだ後、再成長したコアシェルナノワイ
ヤの SEM画像を示す。Fig.2よりナノワイヤの
高さは 1628nm、ワイヤ径は 620nmとなっ
た。また Fig.3よりナノワイヤの高さは
2780nm、ワイヤ径は 1340nm となった。また
両方とも断面形状は六角形であった。 
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      Fig.1 Regrowth sequence 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

    Fig.2 SEM image of regrowth  

core shell nanowires 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      Fig.3 SEM image of regrowth core shell 

nanowires using SOG 
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